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短寿命核分離加速実験装置共同利用実験申請書の作成要領
作成上の一般的注意
・書類は全てA4版縦長横書き左綴じとします。
・申請書は、必ず所定の様式を使用してください。
・記入に当たっては黒インクを用いてください。カラー図面などは避けてください。日本語あるいは英語による記入をお願いします。
・押印またはサインの上研究協力課共同利用係に提出してください。電子メイルによる受付は行いません。
申請書の作成要領
1ページ目
(1)　「1.実験課題名」は研究内容を表す具体的でかつ簡潔なものとしてください。
(2)　「(1.)新規／継続課題」の区分をつけてください。審査は単年度ごとに行いますが、年度を越えて同一課題の申し込みをされる場合は「継続課題」となります。
(3)　「(1.)希望日数」には、単年度単位の必要日数を記入してください。 この日数には、短寿命核分離加速実験装置立上げの日数を含みます。
(4)　申し込み課題を終了するまでの予定期間が一年を越える場合にのみ、「(1.)希望期間」にその必要年限を記入してください。
(5)　「(1.)利用する短寿命核及び安定核」については全ての核種、強度、エネルギーを記入してください。最高ビームエネルギーは核子当たり1.1MeVです。使用可能な核種及び強度については担当者に問い合わせて下さい。
(6)　複数の「(2.)申し込み責任者」は認めません。必ず物理第四研究系短寿命核グループの研究者を「連絡責任者」としてください。
(7)　「4.実験概要」では、２ページ以降に記載された実験内容のまとめを記入してください。課題の目的・意義、具体的な測定物理量、緊急度に焦点を当ててまとめて下さい。
2ページ目以降
(8)　「5.実験参加者」は、これを元に日本原子力研究開発機構東海研究開発センター原子力科学研究所での放射線管理の手続きを取りますので、必ず実験に直接参加するものを全員記入してください。
(9)　「6.実験課題の内容」では、指定された項目について、詳細に記入してください。必要に応じて、頁数を増やしても構いませんが、３頁以内に纏めるようにして下さい。
(10)　「7.これまでの成果」欄の記入は継続課題のみです。これまで行われた共同利用実験内容と主な結果を記入し、進行状況が分かるように記述して下さい。
(11)　「9.その他 」では、共同利用実験を行うのに必要な情報（必要な回路、データ収集系等）を記入して下さい。
(12)　「10.安全性に対する記述・対策」では、使用予定の各機器のうち、特別に安全性に関わるものがあれば、その内容を記述し、対策を記入して下さい。
◎提出先：　高エネルギー加速器研究機構　研究協力課　共同利用係

　　　　　　　〒305-0801　茨城県つくば市大穂1-1

　　　　　　　直通電話　029-864-5126
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